
中世の農村景観を今なお残す

骨寺村荘園遺跡 ／岩手県一関市

かつて「骨寺村」と称され

た、一関市厳美町の本寺地

区。ここは奥州藤原氏ゆか

りの中尊寺経蔵別当（※現

代の管理者）の所領でした。

中尊寺に伝わる絵図に描か

れた中世の農村景観を現在

もとどめている希少な遺跡

です。

岩手の農と歴史を巡る旅－１日目－

骨寺村荘園遺跡の歴史や自然・生

活文化等を紹介した展示コーナー

に加えて、地域の特産品をはじめ

としたお土産を扱う産直、レスト

ランの入った施設は必見です。

展示コーナーでは映像やジオラマ

を使って、楽しく骨寺村荘園遺跡

について知ることができます。

骨寺村荘園交流館
一関市厳美町字若神子241-2
https://www.honedera.jp/ind
ex.html

南部一郎かぼちゃは長い形と甘さが特徴

の、本寺地区の特産品です。

交流館のレストランでは、南部一郎かぼ

ちゃを練り込んだうどんや一関の郷土料

理「はっと」が味わえます。

地域のおいしさをぜひ体験してみてくだ

さい。

骨寺村荘園交流館

▲骨寺村荘園交流館【若神子亭】正面

◀交流館内の産直コーナー

▲南部一郎かぼちゃを練り込んだ「黄金はっと」

ほ ね で ら む ら し ょ う え ん い せ き

きょうぞうべっとう

わかみこてい

▲この場所をもっと知るならここからチェック！

ほねでらむら
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